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毎
日
の
生
活
の
中
で
の
、
家
庭
生
活
、
仕

事
、
地
域
活
動
や
学
習
・
趣
味
な
ど
の
個
人

の
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

家
庭
と
仕
事
の
両
立
と
は
、
女
性
だ
け
、

子
育
て
し
て
い
る
人
だ
け
の
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
全
て
の
働

く
人
に
関
係
す
る
考
え
方
で
す
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は「
仕
事
」か「
生
活
」

の
ど
ち
ら
か
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、「
生
活
と
仕
事
の
調
和
」
と
い
う

意
味
で
す
。
一
人
一
人
が
、
家
庭
や
趣
味

や
地
域
活
動
の
「
生
活
」
が
充
実
す
る
こ

と
で
、
仕
事
で
も
力
が
発
揮
さ
れ
る
な
ど
、

両
立
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
社
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
を
大
切
に
し
、

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
企
業
に
も
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
や
仕
事
の
効
率
化
、
人
材
不

足
の
解
消
な
ど
の
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

今
、
女
性
も
男
性
も
家
事
育
児
と
仕
事
の

両
立
に
悩
む
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

男
性
の
育
休
取
得
は
、
子
育
て
し
た
い
と
思

う
男
性
の
希
望
を
叶
え
、
さ
ら
に
、
出
産
後

に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
育
児
に
主
体
的
に

関
わ
る
こ
と
で
そ
の
後
の
女
性
の
愛
情
曲
線

が
上
昇
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
そ
の

後
の
人
生
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
や
家
族
と
の
生
活
の
中
で
、

仕
事
以
外
の
経
験
か
ら
、
新
し
い
発
見
が
生

ま
れ
、
育
休
取
得
後
の
仕
事
で
新
た
な
価
値

の
創
造
、
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
な
ど
へ
と
つ
な

が
る
な
ど
、
仕
事
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

つ
な
が
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
自
ら
の
意
思
で
働
く
こ
と
を

望
む
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
考
慮
し

た
、
継
続
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
や
、
女

性
の
登
用
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
推
進
、
性

別
を
問
わ
ず
、
育
児
や
介
護
な
ど
個
人
の
抱

え
る
環
境
を
考
慮
し
、
多
様
な
働
き
方
を
可

能
と
す
る
体
制
の
整
備(

長
時
間
勤
務
の
縮

減
や
短
時
間
勤
務
、柔
軟
な
休
暇
取
得
な
ど)

や
風
土
づ
く
り
な
ど
に
、
積
極
的
に
取
り
組

む
本
市
内
の
企
業
を
「
本
市
女
性
活
躍
推
進

認
定
企
業
」
と
し
て
認
定
証
を
交
付
し
、
本

市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は

今
、
男
性
の
育
休
が
大
切
！

働
き
や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
に

「
暮
ら
し
や
す
い
」
は
、

多
様
な
生
き
方
を
選
べ
る
社
会
か
ら

問
合
先
／
本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯
学
習
・
ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（
内
線
４
７
４
１
）

鹿児島県が令和３年度に行った「男女共同参画に関す
る県民意識調査」を見てみると、男女の仕事、家庭生活、
地域活動の優先度について、男女共に、「現状」と「希望」
にギャップがあります。
「希望」では「仕事と家庭生活を共に優先」が最も多く、
二番目に「家庭生活を優先」、三番目に「仕事と家庭生活と
地域・個人の生活を共に優先」となっています。しかし、「現
状」では、一番目と二番目は変わりませんが、三番目には「仕
事を優先」となっています。
また、順位に大きな差はなくても、「希望」と「現状」に

差があり、仕事を優先せざる得ない現状が見受けられます。

令和 3年度鹿児島県「男女共同参画に関する県民意識調査」
・男女の仕事、家庭生活、地域活動の優先順位

出産後、パートナーが育児を積極的に行ったかで、女性の愛情曲線は変化すると
いわれています。（出典：ダイバーシティ＆WLBコンサルタント　渥美　由喜氏）　
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男
女
共
に
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き

る
よ
う
に
、
産
後
パ
パ
育
休(

出
生
児

育
児
休
業)

の
創
設
な
ど
、
育
児
・
介

護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
、
令
和
４
年
度

４
月
１
日
か
ら
３
段
階
で
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

事
業
主
は
、
育
児
休
業
な
ど
の
申
し

出
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
研
修
の

実
施
や
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
の
雇
用

環
境
の
整
備
や
、
該
当
者
へ
の
制
度
内

容
や
申
出
先
、
育
児
休
業
給
付
や
社
会

保
険
料
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
周
知

と
、
休
業
の
取
得
意
向
の
確
認
を
個
別

に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【全　体】（n=2,094）

愛情曲線
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令
和
３
年
度
に
認
定
さ
れ
た
３
つ
の
事
業

所
の
取
り
組
み
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

社
員
の
働
き
や
す
さ
や
自
社
に
誇
り
を
持

て
る
よ
う
な
取
り
組
み
、
建
設
現
場
で
も
女

性
が
継
続
し
て
就
労
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
男
性
の
家
事
・
育
児
・
介
護
へ

の
参
画
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

を
可
能
と
す
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
た
セ

ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
今
年
１
月
27
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
た
女
性
活
躍
応
援
セ
ミ
ナ
ー

(

講
師
浜
田
敬
子
氏)

の
講
演
内
容
を
、
働

く
場
で
の
女
性
活
躍
推
進
の
ヒ
ン
ト
と
し
て

紹
介
し
ま
す
。

講
演
で
は
、
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
、
地

方
だ
か
ら
、
中
小
企
業
だ
か
ら
、
子
育
て
中

だ
か
ら
な
ど
の
「
こ
う
あ
る
べ
き
」
を
、
手

放
す
こ
と
で
企
業
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
※
）
に
取
り
組
む
こ
と
の
意
義
を
「
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
多
様
な
人
材
が

い
る
組
織
の
方
が
強
い
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
は
、
な
る
べ
く
違
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
の

人
の
ア
イ
デ
ア
の
掛
け
合
わ
せ
が
必
要
」
な

ど
、
ご
自
身
の
体
験
を
基
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
く
部
下
に
対

し
て
は
、
例
え
ば
「
小
さ
い
子
ど
も
が
い
た

ら
出
張
は
無
理
だ
ろ
う
」
と
い
う
決
め
付
け

で
は
な
く
、
本
人
に
意
向
を
確
認
し
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
る
こ
と
の
方
が
、
何
か
特
別
な
制

度
を
つ
く
る
こ
と
よ
り
重
要
だ
と
気
付
き
、

両
立
支
援
か
ら
均
等
支
援
へ
転
換
さ
れ
た
こ

と
な
ど
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い
込
み
は
過
去

の
経
験
や
見
聞
き
し
て
き
た
も
の
か
ら
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。
無
意
識
の
偏
見
＝
ア
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
に
は
、
例
え
ば
次

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
男
性
は
仕
事
を
し
て
家
計
を
支
え
る
べ
き
だ

〇
育
児
期
間
中
の
女
性
は
重
要
な
仕
事
を
担

当
す
べ
き
で
は
な
い

〇
共
働
き
で
も
男
性
は
家
庭
よ
り
も
仕
事
を

優
先
す
る
べ
き
だ

〇
子
ど
も
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
、
母
親

が
看
病
す
る
べ
き
だ

　
こ
の
よ
う
な
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
に
気
付
か
ず
に
い
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず

に
相
手
を
傷
つ
け
る
言
動
を
し
て
し
ま
っ
た

り
、
自
分
自
身
の
可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
っ

た
り
し
ま
す
。

　
内
閣
府
が
実
施
し
た
、
性
別
に
よ
る
無
意

識
の
思
い
込
み
に
関
す
る
調
査
結
果
か
ら
、

「
家
庭
・
職
場
」で
の
性
別
役
割
意
識
に
つ
い

て
、
50
代
～
60
代
の
男
性
で
性
別
役
割
意
思

が
強
く
、
女
性
も
年
代
が
高
い
ほ
ど
強
く
な

り
、
若
い
世
代
と
の
意
識
の
差
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
家
庭
」に
つ
い
て
は
、
20
代
～
30
代

の
若
い
世
代
で
も
、
男
女
間
で
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
大
き
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き

る
社
会
の
実
現
の
た
め
、ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス・

バ
イ
ア
ス
に
気
付
き
、
相
手
を
尊
重
す
る
対

話
が
大
切
で
す
。

本
市
女
性
活
躍
推
進
認
定

企
業
の
取
り
組
み

性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い
込
み

（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

女
性
活
躍
応
援
セ
ミ
ナ
ー

※
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ(

経
営)

＝
女
性
、
外
国
人
、
高

齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
多
様
な
人
材
を
登
用
し

活
用
す
る
こ
と
で
組
織
の
生
産
性
や
競
争
力
を
高
め

る
経
営
戦
略
の
こ
と

【男性は仕事をして家計を支えるべきだ】 【共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ】
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4.0 19.6

4.4 22.8

4.1 25.1

4.0 27.5

5.1 31.5

2.1 13.1

3.7 15.6

3.3 22.4

3.3 24.3

3.2 27.2

出典：令和３年度性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査結果（概要）
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